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著
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命
と
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ナ
リ
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ム
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リ
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史
第
3
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は
じ
め
に

水
　
羽
　
信
　
男

　
本
書
は
岩
波
新
書
《
シ
リ
ー
ズ
中
国
近
現
代
史
》
の
第
三
巻
で
、
一
九
二

五
年
か
ら
四
五
年
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
各
巻
の
叙
述
の
範
囲
が
時
期
区
分

を
示
す
も
の
な
ら
ば
、
本
巻
は
一
九
二
四
年
の
国
民
革
命
の
開
始
か
ら
、
四

九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
鎚
中
華
民
国
の
台
湾
へ
の
撤
退
、
す
な
わ

ち
“
長
い
国
民
革
命
”
の
大
陸
で
の
終
焉
ま
で
を
論
じ
る
べ
き
だ
っ
た
と
評

者
は
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
各
巻
の
分
担
は
編
集
部
が
決
定
し
た
こ
と
か

も
知
れ
ず
、
こ
れ
以
上
論
及
し
な
い
。
た
だ
本
書
の
成
果
を
踏
ま
え
、
な
ぜ

　
九
四
九
年
に
中
国
国
民
党
（
以
下
、
国
民
党
）
が
政
権
を
失
な
い
、
中
国

共
産
党
（
以
下
、
共
産
党
）
が
勝
利
し
た
の
か
、
に
関
す
る
著
者
の
見
解
を

知
り
た
い
と
願
っ
た
読
者
は
、
評
者
一
人
で
は
な
か
ろ
う
。

　
因
み
に
他
の
巻
の
対
象
時
期
（
書
名
）
と
執
筆
者
は
、
～
九
世
紀
（
清
朝

と
近
代
世
界
）
が
吉
澤
誠
一
郎
、
一
八
九
四
～
一
九
二
五
年
（
近
代
国
家
へ

の
模
索
）
が
川
島
真
、
一
九
四
五
～
七
一
年
（
社
ム
歯
黒
義
へ
の
挑
戦
）
が
久

保
亨
、
一
九
七
二
～
二
〇
一
〇
年
（
開
発
主
義
の
時
代
へ
）
が
高
原
明
生
、

総
括
（
中
国
の
近
現
代
史
を
ど
う
見
る
か
）
が
西
村
成
雄
で
あ
る
。

　
著
者
の
石
川
禎
浩
は
『
中
国
共
産
党
成
立
史
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一

年
）
で
党
史
研
究
に
新
機
軸
を
打
ち
立
て
た
。
さ
ら
に
シ
ン
ボ
ル
研
究
・
梁

啓
超
研
究
な
ど
で
も
学
界
に
貢
献
し
て
き
た
（
「
二
〇
世
紀
初
頭
中
国
に
お

け
る
“
黄
帝
”
熱
f
徳
満
・
肖
像
・
西
方
起
源
説
」
『
二
十
世
紀
研
究
舳

三
号
、
二
〇
〇
二
年
、
「
眠
れ
る
獅
子
（
睡
獅
）
と
梁
啓
超
」
『
東
方
學
報
』

八
五
冊
、
二
〇
一
〇
年
な
ど
）
。
ま
た
職
場
で
の
共
同
研
究
に
お
け
る
リ
ー

・
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
特
筆
す
べ
き
で
、
そ
の
一
端
は
『
中
国
社
会
主
義
文
化
の
研

究
騙
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
著
者
の
史
料
の
扱
い
と
方
法
的
視
座
の
確
か
さ
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
今

圃
も
そ
の
優
点
は
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
本
書
は
と
も
す
れ
ば
史
実
の
羅
列

に
終
始
し
が
ち
な
通
史
の
通
弊
に
陥
る
こ
と
な
く
、
学
術
的
な
価
値
を
あ
わ

せ
も
つ
啓
蒙
書
と
な
っ
た
。
拙
稿
で
は
本
誌
の
性
格
に
鑑
み
て
本
書
の
逐
次

的
な
内
容
紹
介
は
し
な
い
が
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。
は
じ
め
に
／
国

民
革
命
の
時
代
／
南
京
国
民
政
府
／
共
産
党
の
革
命
運
動
／
帝
国
日
本
に
抗

し
て
／
抗
日
戦
争
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
へ
／
お
わ
り
に
／
あ
と
が
き
。
な

お
本
書
に
対
し
て
は
、
す
で
に
中
村
光
哉
に
よ
る
書
評
が
あ
る
（
哩
中
国
研

究
月
報
』
六
五
巻
二
号
、
二
〇
一
一
年
）
。
あ
わ
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

本
書
の
特
徴
一
政
治
史
の
復
権
と
革
命
神
話
の
解
体

　
ま
ず
本
書
の
特
徴
を
紹
介
し
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
前
に
、
評
者
の
基

本
的
な
立
場
を
示
し
て
お
き
た
い
。
著
者
は
国
共
両
党
に
議
論
を
収
敏
し
て

政
治
史
を
叙
述
し
、
国
共
両
党
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
を
再
検
討

す
る
こ
と
で
、
歴
史
学
研
究
の
自
律
性
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
。
そ
う
し
た

立
場
を
尊
重
し
つ
つ
、
評
者
は
政
治
史
を
「
第
三
勢
力
砿
　
　
国
共
両
党
に
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対
し
て
相
対
的
に
自
立
し
た
政
治
勢
力
…
の
活
動
か
ら
捉
え
直
し
、
政
治

思
想
を
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
か
ら
見
直
す
こ
と
の
有
効
性
を
確
信
し
て
い
る
。
一

党
独
裁
政
権
の
樹
立
に
逼
著
し
た
国
共
両
党
の
主
流
に
注
目
す
る
だ
け
で
は
、

中
国
政
治
を
十
分
に
理
解
し
た
と
は
い
え
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
立
憲
主
義
に
基
づ
く
民
主
的
な
政
治
体
制
を
構
想
し
、
そ
の

樹
立
に
全
力
を
あ
げ
た
第
三
勢
力
な
ど
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
に
立
つ
人
々
も
、

挫
折
し
た
と
は
い
え
、
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
勢
力
を
無
視
し
た
政
治
史
は
当
時
の
政
治
の
複
雑
さ
と
、
そ
れ
が
内

包
し
た
可
能
性
を
描
き
出
せ
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
国
共
簡
党
も
、
第
三
勢
力

の
支
持
を
自
ら
の
支
配
の
正
当
性
の
根
拠
と
し
ょ
う
と
し
た
。
第
三
勢
力
の

動
き
を
加
味
す
る
こ
と
で
、
中
国
政
治
の
叙
述
も
ま
た
豊
か
に
な
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
評
者
の
観
点
を
初
歩
的
に
示
し
た
の
が
二
〇
〇
七

年
に
上
梓
し
た
『
中
国
近
代
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』
（
東
方
書
店
）
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
開
演
す
れ
ば
、
国
共
両
党
が
現
実
に
作
り
出
し
た
政
治
形
態
の
分
析

だ
け
で
な
く
、
い
か
な
る
政
治
が
中
国
に
お
い
て
あ
る
べ
き
か
と
い
う
当
為

の
問
題
に
拘
泥
す
る
こ
と
さ
え
、
近
現
代
中
国
の
政
治
の
あ
り
様
を
相
対
化

す
る
う
え
で
意
義
深
い
作
業
だ
と
評
者
は
考
え
て
い
る
。

　
だ
が
共
産
党
史
研
究
が
全
体
と
し
て
低
調
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
評
者

は
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
共
産
党
史
を
欠
い
て
は
、
国
家
権
力
と

い
う
政
治
史
の
基
本
問
題
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

本
書
が
国
共
両
党
を
分
析
の
正
面
に
す
え
た
こ
と
は
、
政
治
史
研
究
だ
け
で

な
く
第
三
勢
力
研
究
を
進
め
る
た
め
に
も
、
大
い
に
意
義
が
あ
る
。

　
本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
「
革
命
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
枠
組
を

提
起
し
た
こ
と
で
あ
る
。
当
該
時
期
の
中
国
を
検
討
す
る
枠
組
み
と
し
て
は
、

「
愛
国
と
民
主
」
、
あ
る
い
は
「
民
・
王
と
独
裁
」
、
「
自
由
と
民
主
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
が
想
定
し
う
る
が
、
こ
れ
ら
と
比
べ
た
と
き
、
こ
の
タ
イ
ト

ル
に
は
著
者
の
本
書
に
対
す
る
考
え
が
、
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
評

者
に
は
思
わ
れ
る
。
著
者
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
重
視
す
る
こ
と
で
落
網
政

治
を
推
進
す
る
力
の
所
在
を
示
し
、
革
命
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
誰
が
国
家

権
力
を
掌
握
す
る
の
か
と
い
う
政
治
史
本
来
の
輪
業
に
叙
述
を
収
敏
し
た
の

で
あ
る
。

　
翻
っ
て
見
れ
ば
、
一
九
四
九
年
以
後
、
国
共
両
党
と
も
に
自
ら
を
革
命
の

担
い
手
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
組
織
者
と
し
て
、
即
ち
相
手
を
革
命
の
敵
、

民
族
の
裏
切
り
者
と
し
て
闘
い
の
歴
史
を
語
っ
て
き
た
。
こ
の
彼
ら
自
身
の

手
に
な
る
闘
争
史
は
、
自
己
を
正
統
化
す
る
た
め
に
両
党
が
構
築
し
た
史
観

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
神
話
で
あ

っ
て
、
学
術
研
究
の
成
果
と
は
欝
い
難
い
面
も
あ
っ
た
。
こ
の
正
統
史
観
の

影
響
力
は
臼
本
で
も
大
き
く
、
た
と
え
ば
、
小
島
晋
治
・
丸
山
松
幸
『
中
国

近
現
代
史
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
入
六
年
）
は
、
「
反
帝
反
封
建
」
闘
争
史
す

な
わ
ち
毛
沢
東
・
共
産
党
の
革
命
史
観
の
影
響
の
も
と
で
叙
述
さ
れ
た
。

　
さ
す
が
に
こ
う
し
た
史
観
は
、
今
日
の
学
界
で
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。

だ
が
中
国
近
現
代
史
上
の
ト
ピ
ッ
ク
や
中
国
の
現
状
分
析
に
類
す
る
も
の
を

除
く
と
、
小
島
・
丸
山
本
は
岩
波
書
店
に
と
っ
て
直
近
の
新
書
版
通
史
で
あ

る
。
つ
ま
り
新
た
な
近
現
代
史
の
通
史
を
公
刊
す
る
の
に
、
岩
波
書
店
は
二

〇
年
以
上
の
時
間
を
か
け
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
革
命
神
話
の
影
響
力
の

強
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
高
校
生
の
世
界
史
学
習
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
山
川
出
版

社
の
全
国
歴
史
教
育
研
究
協
議
会
編
魍
世
界
史
B
用
語
集
騙
の
改
定
最
新
版

（
二
〇
一
一
年
）
に
は
、
た
と
え
ば
紅
軍
は
政
治
「
意
識
が
高
く
…
…
農
民

に
支
持
さ
れ
て
成
長
し
た
扁
と
の
指
摘
が
あ
る
（
三
〇
六
頁
）
。
実
際
に
は
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評書

本
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
紅
軍
の
発
展
の
初
期
に
お
い
て
は
、
「
や
く
ざ

者
た
ち
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
（
本
書
一
～
五
～
＝
六

頁
。
以
下
（
）
内
は
本
書
の
頁
数
を
示
す
）
、
ま
た
そ
の
発
展
に
は
共
産

党
の
努
力
以
外
に
、
中
国
社
会
の
特
質
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
（
こ
の
点

に
つ
い
て
は
改
め
て
後
述
す
る
）
。

　
確
か
に
紋
軍
に
参
加
し
た
人
々
の
な
か
に
は
、
抑
圧
さ
れ
差
別
さ
れ
た
労

働
者
・
農
民
の
人
と
し
て
の
尊
厳
を
回
復
す
る
た
め
に
、
死
を
も
覚
悟
し
た

人
々
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
現
行
の
用
語
集
に
は
、
紅
軍
の
無
謬
性
を

強
調
す
る
革
命
神
話
の
影
響
が
色
濃
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
臼

本
国
民
の
歴
史
認
識
の
形
成
に
学
校
教
育
が
相
応
の
役
割
を
果
た
す
の
な
ら

ば
、
我
々
歴
史
学
者
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
大
き
い
。

　
本
書
の
最
大
の
優
点
は
、
こ
の
よ
う
に
正
統
史
観
の
神
話
を
具
体
的
に
解

体
し
た
点
に
あ
り
、
さ
ら
に
具
体
例
を
あ
げ
れ
ば
、
従
来
の
通
説
で
は
肇
国

の
思
想
界
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
奉
じ
る
左
派
と
、
そ
れ
と
は
一
線
を
画
す
方

向
と
に
分
化
し
た
と
需
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
著
者
は
「
中
国
の
思
想
界
そ

れ
自
体
が
何
ら
か
の
傾
向
性
や
自
律
性
を
も
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
発
展
・
分

化
し
た
」
の
で
は
な
く
、
門
国
民
党
な
り
共
産
党
な
り
の
強
固
な
党
派
観

念
・
独
善
的
歴
史
観
に
よ
っ
て
、
思
想
界
そ
れ
自
身
が
分
化
し
た
か
の
よ
う

に
描
か
れ
た
」
に
過
ぎ
な
い
と
み
な
し
て
い
る
（
九
四
頁
）
。

　
ま
た
国
共
両
党
は
革
命
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
争
っ
た
が
、
集
権

的
組
織
を
追
求
し
た
と
い
う
点
で
は
「
一
卵
性
双
生
児
」
で
あ
り
（
三
頁
）
、

両
党
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
と
は
別
に
「
同
郷
や
同
窓
、
あ
る
い
は
血

縁
・
姻
戚
を
通
じ
て
複
雑
な
人
間
関
係
の
中
に
あ
っ
た
」
こ
と
を
著
者
は
強

調
し
た
（
一
五
四
頁
）
。
本
書
は
両
党
が
中
国
に
招
来
し
た
も
の
は
、
当
事

者
が
い
う
ほ
ど
に
異
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
著
者
は
い
か
な
る
神
話
が
、
ど
の
よ
う
な
道
具
立
て
で
作
り
出

さ
れ
た
の
か
、
後
述
す
る
よ
う
に
丁
寧
に
検
討
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
著
者
が

今
ま
さ
に
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
神
話
の
い
か
が
わ
し
さ
を
、
痛
感
し
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。

本
轡
の
方
法
一
革
命
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
克

　
当
該
時
期
の
政
治
の
現
場
に
即
せ
ば
、
「
国
民
革
A
肥
の
継
続
を
訴
え
た

国
民
党
の
革
命
が
あ
り
、
他
方
で
共
産
党
が
目
指
し
た
「
ソ
ビ
エ
ト
革
命
扁

や
「
新
民
主
主
義
」
の
革
命
が
あ
っ
た
。
概
念
規
定
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
マ
ル

ク
ス
主
義
の
い
う
革
命
と
は
、
一
階
級
な
い
し
諸
階
級
か
ら
他
の
一
階
級
な

い
し
諸
階
級
に
国
家
権
力
が
移
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、
革
命
は
社
会
発
展
の

必
然
の
過
程
と
見
な
さ
れ
る
。
だ
が
北
京
大
学
長
だ
っ
た
胡
適
に
よ
れ
ば
、

革
命
と
は
暴
力
を
伴
い
必
然
的
に
全
体
主
義
を
も
た
ら
す
誤
っ
た
政
治
選
択

と
な
る
（
「
自
由
主
義
」
隅
世
界
日
報
㎞
一
九
四
八
年
九
月
五
日
）
。

　
こ
う
し
た
諸
議
論
に
対
し
て
、
著
者
は
ひ
と
ま
ず
い
ず
れ
の
立
場
が
正
し

い
か
と
い
う
判
断
は
せ
ず
、
現
実
の
政
治
過
程
と
し
て
の
革
命
を
、
国
家
権

力
の
掌
握
を
目
指
す
、
武
力
を
伴
う
闘
争
と
み
な
し
た
。
著
者
に
と
っ
て
革

命
は
、
価
値
判
断
を
伴
う
書
葉
で
は
な
い
。

　
他
方
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
本
書
に
お
い
て
は
、
対
外
的
に
は
中
国
の
國

際
的
な
地
位
の
向
上
を
求
め
る
心
性
、
国
内
的
に
は
国
民
国
家
を
支
え
る
心

性
と
位
遣
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
考
え
る
う
え

で
、
担
い
手
の
問
題
つ
ま
り
エ
リ
ー
ト
と
民
衆
の
区
分
と
棚
互
関
係
の
検
討

が
重
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は

　
　
　
　
ア
モ
ル
フ

「
大
衆
の
無
定
形
な
国
民
感
情
を
基
盤
と
し
て
こ
れ
を
指
導
者
が
多
少
と
も

自
覚
的
な
意
識
と
行
動
に
ま
で
組
織
化
し
て
い
く
過
程
」
と
い
う
古
典
的
な
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定
義
が
、
い
ま
だ
に
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
丸
山
真
男
『
増
補

版
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
未
来
社
、
一
九
八
～
年
、
二
八
三
頁
）
。

　
そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
「
祖
国
愛
を
、
自
己
の
生
命
を
賭
し
、
見
も

知
ら
ぬ
相
手
を
「
敵
」
と
い
う
名
称
ゆ
え
に
好
ん
で
殺
饗
す
る
と
い
う
驚
く

べ
き
狂
気
に
ま
で
高
め
る
漏
の
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
の
「
祖
国
愛
」
が
外
の

敵
だ
け
で
な
く
、
内
な
る
敵
に
対
し
て
も
狂
気
を
示
す
な
ら
ば
、
本
来
は
別

の
次
元
の
問
題
で
あ
る
革
命
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
密
接
で
複
雑
な
関

係
を
持
つ
こ
と
に
な
る
（
西
川
長
夫
『
国
民
国
家
論
の
射
程
…
あ
る
い
は

〈
国
民
〉
と
い
う
怪
物
に
つ
い
て
』
柏
書
房
、
一
九
九
八
年
、
二
八
頁
）
。

　
著
者
は
こ
の
革
命
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
内
容
と
相
互
関
係
を
見
つ
め
る

な
か
で
、
神
話
を
解
体
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
共
産
党
に

つ
い
て
言
え
ば
、
国
民
革
命
時
期
に
「
噴
出
し
た
大
衆
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
当

初
そ
れ
を
援
助
・
助
長
し
た
共
産
党
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
え
及
ば
な
い
ほ
ど

　
　
ゆ
き
す
ぎ

の
「
過
火
」
と
な
っ
て
、
社
会
秩
序
を
破
壊
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
す
ぎ

（
三
七
頁
）
。
と
す
れ
ば
そ
の
「
過
火
」
は
国
民
国
家
の
樹
立
と
い
う
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
課
題
の
実
現
を
著
し
く
困
難
に
す
る
可
能
性
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
著
者
は
蒋
介
石
の
権
力
奪
取
の
ひ
と
ま
ず
の
成
功
は
、
民
衆
の

「
恐
赤
病
」
が
も
ら
た
し
た
門
輿
論
の
勝
利
」
で
あ
っ
た
と
す
る
橘
撲
の
議

論
を
肯
定
的
に
紹
介
し
て
い
る
（
三
五
頁
）
。
共
産
党
の
革
命
は
共
産
党
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
損
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
中
国
民
衆
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
共
産
党
を
無
条
件
に
支
持
し
て
い

た
の
で
は
な
く
、
共
産
党
は
革
命
の
担
い
手
を
自
称
す
る
こ
と
で
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
担
い
手
と
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
共
産

党
の
愛
国
を
示
す
「
抗
日
民
族
統
一
戦
線
」
政
策
へ
の
転
換
も
、
ソ
連
が
自

国
を
防
衛
す
る
た
め
の
必
要
か
ら
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
で
決
め
た
路

線
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
強
調
さ
れ
て
い
る
（
一
五
二
頁
）
。
さ
ら
に
本

書
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
九
年
の
中
東
鉄
道
事
件
に
際
し
て
は
、
共
産
党
の
ソ

連
擁
護
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
支
持
さ
れ
ず
（
一
〇
五
二
）
、
一
九
四
｝
年
の

日
ソ
申
立
条
約
を
通
じ
た
ソ
連
の
中
国
の
主
権
の
侵
害
は
、
「
中
国
世
論
の

対
ソ
感
情
を
大
き
く
損
な
い
、
ソ
連
の
影
響
下
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

朔
旦
に
対
す
る
連
鎖
的
不
信
感
に
も
つ
な
が
つ
た
」
（
一
＝
～
頁
）
。
こ
れ
ら

の
指
摘
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、
著
者
が
共
産
党
の
作
っ
た
愛
国
神
話
を
解
体

し
よ
う
と
す
る
意
図
は
明
白
で
あ
る
。
共
産
党
が
い
か
に
愛
国
的
な
政
党
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
ソ
連
や
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
権
威
」
は
圧
倒
的
な
影
響

力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
一
三
六
頁
）
。

　
蒋
介
石
・
国
民
党
に
対
し
て
も
、
日
本
に
お
け
る
再
評
価
に
と
も
な
っ
て
、

そ
の
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
過
程
で
蒋
介

石
を
「
持
久
戦
論
」
の
持
ち
主
だ
と
す
る
見
解
も
定
着
し
て
い
っ
た
が
、
著

者
は
門
蒋
介
石
ら
は
持
久
戦
を
、
せ
い
ぜ
い
一
年
ほ
ど
に
見
込
ん
で
い
た
」

と
す
る
（
一
七
五
頁
）
。
と
す
れ
ば
、
蒋
ら
の
愛
国
心
を
認
め
る
の
は
当
然

と
し
て
も
、
そ
の
持
久
戦
論
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
抗
戦
中
、
国
民
党
の
軍
隊
1
1
国
民
革
命
軍
は
河
南
の
農
民
に
対
し
て

苛
敏
謙
求
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
一
九
四
四
年
、
農
民
た
ち
は
「
日
本
軍
に

味
方
し
て
湯
恩
伯
鷹
下
の
中
国
軍
を
攻
撃
」
し
た
。
著
者
は
中
国
の
学
界
に

「
国
民
党
・
国
民
政
府
に
た
い
す
る
民
心
の
向
背
は
、
こ
の
一
．
九
四
四
年
が

分
水
嶺
と
な
っ
た
扁
と
み
な
す
見
解
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
（
二
二

五
頁
）
。
国
民
党
に
よ
る
革
命
も
成
果
を
あ
げ
る
と
は
限
ら
ず
、
民
衆
の
国

民
と
し
て
の
凝
集
力
を
弱
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
著
者
は

共
産
党
だ
け
で
な
く
、
国
民
党
に
よ
る
神
話
も
否
定
し
て
ゆ
く
。

　
国
共
両
党
の
自
分
語
り
に
は
明
か
な
誇
張
や
虚
偽
が
あ
り
、
現
実
の
歴
史
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評轡

の
な
か
で
両
党
が
目
指
し
た
革
命
は
中
国
の
人
民
を
苦
し
め
た
こ
と
も
あ
っ

た
し
、
人
々
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
遠
く
隔
た
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
人
民
と
呼
ぶ
に
し
ろ
、
里
民
と
呼
ぶ
に
し
ろ
、
中
国
の
一
般
の

人
々
が
国
共
両
党
を
拒
絶
し
批
判
し
た
事
実
も
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
評
者
が
注
目
す
る
第
三
勢
力
が
、
そ
れ
な
り
の
政
治
力
を
持
っ
た
根

拠
も
こ
の
点
に
関
わ
っ
て
い
た
。
著
者
の
視
座
の
鋭
さ
は
、
一
般
の
人
々
の

目
線
か
ら
神
話
を
解
体
し
た
こ
と
で
あ
る
。

本
書
の
成
果
と
課
題
一
だ
れ
の
た
め
の
歴
史
学
か

　
評
者
は
本
書
か
ら
学
ぶ
べ
き
第
一
の
点
は
、
革
命
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

相
互
に
促
進
し
あ
う
と
と
も
に
、
相
互
に
阻
害
し
あ
う
複
雑
な
関
係
を
冷
静

に
騎
分
け
し
た
如
上
の
方
法
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
他
に
も

以
下
の
三
点
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
の
成
果
は
新
書
の
啓
蒙
書
と
い
う
性
格
を
全
面
に
出
し
て
、
日
本
人

の
た
め
の
中
国
史
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
昨
今
、
南

京
大
虐
殺
を
南
京
事
件
と
揮
い
換
え
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
な
時
代
に
あ
っ

て
（
評
者
は
こ
の
言
い
換
え
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
）
、

筆
者
は
門
中
国
人
を
屈
服
さ
せ
る
、
簡
単
に
言
え
ば
た
だ
そ
れ
だ
け
の
た
め

に
行
わ
れ
た
戦
争
と
無
数
の
蛮
行
・
殺
鐵
に
よ
っ
て
、
日
本
は
そ
れ
ま
で
の

日
中
関
係
史
を
根
本
か
ら
ぶ
ち
壊
す
よ
う
な
巨
大
な
不
幸
を
つ
く
り
に
つ
く

っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
い
」
と
し
（
二
二
八
頁
）
、
そ
の
侵
略
の
パ
タ
ー

ン
は
一
九
二
八
年
の
「
済
南
事
件
」
を
起
源
と
す
る
と
喝
破
す
る
（
五
〇

頁
）
。
著
者
は
日
本
人
が
事
実
に
即
し
て
、
日
中
戦
争
で
起
こ
し
た
個
々
の

加
害
の
問
題
と
向
き
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
著
者
は
か
つ
て
の
日
本
軍
の
な
か
に
、
そ
し
て
少
な
く
な
い
国
民

の
な
か
に
、
戦
争
は
英
米
に
負
け
た
の
で
あ
り
、
中
国
に
で
は
な
い
と
い
う

ね
じ
れ
た
大
戦
観
・
中
国
観
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る

（
二
三
五
頁
）
。
戦
闘
（
ゆ
自
・
匠
Φ
）
の
勝
利
は
必
ず
し
も
戦
争
（
芝
9
。
同
）
の
勝

利
に
直
結
し
な
い
、
と
い
う
の
は
常
識
な
の
だ
が
、
中
国
と
の
戦
い
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
理
解
が
国
民
の
歴
史
認
識
と
し
て
は
定
着
し
が
た
い
面
が

現
在
で
も
な
お
存
続
し
て
い
る
。
筆
者
は
そ
の
点
を
強
く
意
識
し
て
本
書
を

執
筆
し
て
い
る
。

　
第
二
に
史
料
の
丁
寧
な
掘
り
起
こ
し
、
意
味
づ
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
事
実
の
再
発
見
・
発
掘
と
い
う
点
で
は
、
国
民
党
員
数
の
ソ
連

共
産
党
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
圧
倒
的
な
少
な
さ
や
（
六
六

頁
）
、
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
所
蔵
の
蒋
介
石
日
記
原
本
を
閲
覧
す
る

こ
と
で
発
見
し
た
歴
史
の
書
き
換
え
の
事
実
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
（
二
四

〇
頁
）
。
ま
た
モ
ス
ク
ワ
文
書
館
の
史
料
な
ど
を
駆
使
し
、
共
産
党
に
対
す

る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
の
支
援
の
実
態
　
　
一
九
二
四
年
段
階
で
財
政
収
入

の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
こ
と
な
ど
一
を
明
ら
か
に
し
た
（
七
頁
）
。

　
事
実
の
意
味
づ
け
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
こ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
ソ
連

の
共
産
党
へ
の
援
助
や
、
共
塵
党
へ
の
百
倍
に
達
し
た
国
民
党
に
対
す
る
支

援
を
、
ソ
連
の
中
国
侵
略
の
証
拠
と
し
て
批
判
的
に
論
じ
る
日
本
人
も
い
よ

う
。
だ
が
著
者
は
当
時
日
本
政
府
が
革
命
の
対
象
と
な
っ
た
段
祓
瑞
政
府
に

対
し
て
、
国
共
両
党
が
受
け
取
っ
た
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
巨
額
の
支
援
を

し
て
い
る
事
実
に
注
意
を
促
し
て
い
る
（
八
頁
）
。

　
こ
う
し
た
特
徴
は
筆
者
の
面
目
躍
如
と
い
う
べ
き
も
の
だ
が
、
そ
の
巨
的

は
好
事
家
的
な
街
学
趣
味
で
は
な
く
、
広
い
視
野
か
ら
公
平
に
そ
の
歴
史
事

象
を
読
み
解
き
評
価
す
る
こ
と
に
あ
る
。
自
分
の
都
合
の
良
い
デ
ー
タ
の
み

を
用
い
、
あ
る
い
は
都
合
の
悪
い
事
実
を
無
視
し
て
、
自
説
を
展
開
す
る
こ
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と
を
著
者
は
駿
曝
す
る
。
第
～
の
成
果
と
の
関
連
で
争
え
ば
、
徹
底
し
て
事

実
に
即
す
こ
と
で
、
日
本
人
の
た
め
の
歴
史
叙
述
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
、

著
者
は
本
轡
を
通
じ
て
改
め
て
強
く
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
本
書
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
申
国
社
会
の
あ
り
よ
う
に
も
十
分
な
配
慮

を
し
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
本
書
に
学
び
な
が
ら
、
中
国
社
会
と
国
共
両
党

の
革
命
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
び
、
そ
れ

は
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
た
の
か
を
問
う
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　
革
命
に
関
わ
っ
て
言
え
ば
、
著
者
は
中
国
エ
リ
ー
ト
の
「
苦
悩
」
は
極
め

て
ル
ー
ス
な
社
会
の
あ
り
よ
う
に
起
因
す
る
と
み
な
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

火
災
に
対
処
す
る
と
い
う
、
日
本
で
い
え
ば
当
然
の
一
大
事
に
さ
え
、
中
国

の
地
域
社
会
は
関
心
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
（
八
九
頁
）
。
そ
の
他
、
本
書

に
は
中
国
社
会
の
あ
り
よ
う
の
蘭
近
代
性
に
対
す
る
リ
ア
ル
な
叙
述
が
少
な

く
な
い
（
一
一
七
～
一
一
八
頁
な
ど
）
。
国
民
党
で
あ
れ
共
産
党
で
あ
れ
、

あ
る
い
は
評
者
が
感
心
を
持
つ
第
三
勢
力
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
民
衆
を
中

国
革
命
の
主
体
（
人
民
）
、
あ
る
い
は
国
樹
国
家
の
担
い
乎
（
国
民
）
と
し

て
陶
冶
す
る
こ
と
は
、
す
ざ
ま
じ
く
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
著
者
は
一
九
四
〇
年
前
後
に
実

施
さ
れ
た
重
慶
市
民
へ
の
調
査
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
青

天
自
日
旗
が
国
旛
で
あ
る
と
答
え
ら
れ
た
者
は
八
一
％
、
国
歌
を
歌
え
る
者

は
三
四
％
、
中
国
の
戦
っ
て
い
る
相
手
が
日
本
だ
と
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
者

も
」
七
％
い
た
と
い
う
（
二
〇
四
頁
）
。
一
般
民
衆
だ
け
で
は
な
い
。
中
国

の
企
業
家
の
愛
国
心
の
発
露
と
し
て
言
及
さ
れ
る
上
海
か
ら
奥
地
へ
の
工
場

移
転
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
「
戦
前
に
五
〇
〇
〇
と
い
わ
れ
た
上
海
工
場
数

の
わ
ず
か
三
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
（
二
〇
二
頁
）
。
著
者
は
一
般
民
衆
や
上

海
に
留
ま
っ
た
人
々
を
卑
し
め
た
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
と
闘
っ

た
政
治
的
エ
リ
ー
ト
の
言
説
だ
け
か
ら
、
中
国
民
衆
の
政
治
意
識
を
理
解
す

る
こ
と
は
危
険
だ
と
本
書
は
教
え
て
い
る
。

　
た
だ
し
著
者
は
こ
う
し
た
社
会
の
あ
り
よ
う
を
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け

で
は
と
ら
え
な
い
。
す
な
わ
ち
「
近
世
・
近
代
日
本
の
農
村
に
比
べ
れ
ば
、

中
国
農
村
の
結
合
力
は
格
段
に
弱
い
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
共
産
党
は
、

そ
の
組
織
活
動
が
村
落
内
集
団
の
紐
帯
に
よ
っ
て
は
ね
返
さ
れ
、
浸
透
で
き

な
い
と
い
う
事
態
を
、
基
本
的
に
憂
慮
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
」
（
一
一
六

～
一
　
七
頁
）
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
課
題
を
担
え
な
い
社
会
も
、
革
命
運
動
に

と
っ
て
は
有
利
だ
と
い
う
状
況
も
確
か
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
著
者
は
清
朝
と
抗
日
中
國
の
違
い
を
生
み
出
し
た
も
の
は
「
中
華
民

国
の
二
五
年
の
間
に
育
ま
れ
た
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
の
で
あ
り
、
そ
の

醸
成
に
決
定
的
な
触
媒
と
な
っ
た
の
が
日
本
の
侵
略
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

日
本
が
戦
火
を
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
い
や
増
す
の

で
あ
っ
て
、
抵
抗
は
日
本
の
予
想
に
反
し
て
、
か
え
っ
て
強
ま
っ
て
い
っ

た
」
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
～
九
〇
頁
）
。
と
す
れ
ば
本
書
が
扱
っ
た
瓢
○

年
間
は
中
国
社
会
を
相
応
に
作
り
替
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
笹
川
裕
史
・
奥
村
哲
『
銃
後
の
中
国
社
会

　
　
日
中
戦
争
下
の
総
動
員
と
農
村
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
を

参
照
し
な
が
ら
、
学
界
全
体
で
さ
ら
に
討
論
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
本
書
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
我
々
が
日
本
人
の
た
め
の
中
国
史
研

究
を
求
め
る
の
な
ら
ば
、
申
國
社
会
へ
の
眼
差
し
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て

日
本
社
会
を
さ
ら
に
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
こ
そ
、
役
立
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
書
版
　
x
v
＋
二
四
〇
＋
＝
一
頁
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
書
店
　
税
込
八
六
一
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
）
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